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｢お変わり

ありませんか」

町では、町民の皆さんが、生.涯

にわた ｊて健|､kで安心して乍謡で

きるよ一八 国 見町観11台･Ｕヒセン

ターで.7 ﾛ  日、デイ升　ピ？、

事業を鬨始しました．

{関連記事 ２・３μに掲載}



の充実を図り国見町観月台文化センターで

サービス事業を開始

本
格
的
な
高
齢
社
会
に
向
け
、
町
で
は
、
老
人
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拠
点
と
な
る
「
国
見
町
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
の
開
所

式
が
、
五
月
十
七
日
、
関
係
者
二
十
名
の
出
席
の
も
と
に
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
冨
永
武
夫
町
最
ら
六
人
が
テ
ー
プ
に
は
さ
み
を
入
れ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
開

所
を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
第
一
号
利
用
者
と
な
っ
た
藤
田
地
区
の
皆
さ
ん
十
二

名
は
、
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
入
浴
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
を
受
け
、

思
い
思
い
に
く
つ
ろ
い
で
い
ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
巣
へ
の
申
し
込
み
者
は
、
早
く
も
二
百
二
十
五
名
と
な
り
、
地
区
ご
と

の
十
五
班
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
た
日
に
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
福
祉
計
画
に
沿
っ
て

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

町
民
の
杵
さ
ん
か
、
雀
鹿
に
わ
た

。
て
、
健
康
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
人
生
ハ
ト
鰍
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

新
し
い
杜
会
シ
ス
テ
ム
の
隅
築
に
向

け
て
、
町
で
は
、
平
成

町
　１

年
度
に
平
成
十

。
印
度
を
日
‥
捺
と
す

る

’
旧
見
町
老
人
保
健
福
祉
計
両
』

を
定
め
て
い
ま
す
。

デ
イ
サ

ー
ビ
ス
収
Ｅ
業
は
、
こ
の
計

画
に
沿

二

、
実
施
さ
れ
ま
す
。

在
宅
保
健
福
祉
に
重
点

】
国
見
町
老
人
保
健
福
阯
計
幽
』

で
は
、
商
齢
者
が
で
き
る
限
り
仕
み

慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
吋
め
る
よ
う
、

在
宅
に
お
け
る
保
継
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
基

』本
と
し
て
い
ま
す

デイサービ スセンターの開所 を祝い冨永町長らがデーブカフト

国
見
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
概
要

目
　
的

概
ね
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
を

対
象
に
．
そ
の
方
々
の
日
常
生
活

を
営
む
こ
と
を
手
助
け
す
る
た
め
、

町
の
車
に
よ

’
て
送
り
迎
え
を
し
、

各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
．

実
施
場
所

国
見
町
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
　

（
国
見
町
デ
イ
サ

ー
ピ
ス
セ
ン
タ

亠
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

入

浴
サ

ー
ビ

ス

（
ひ

の
き

湯

「
ラ
ド

ン
温

泉
」

お
よ

び
、

岩
の

湯
で

ゆ

っ
た
り

し

た
入
浴

。
午
前

・
午

後
で

男

女
交

代
）

給
食
サ

ー

ビ
ス

ア
咼
齢

荐

の
嗜

好

に
あ

わ
せ

た
栄

養
料

理
）

生
活
相

談
、

レ
々
／
り

’｛
－

シ

ー

ン
、
教

養
等

日

常
生
活

助
作

活
動

（
健

康
器

具

の
活
用

）

養
護

（
和

室
で

の

心
身
の

保
健

休

養
）

健

康
チ

ェ
ッ
ク

（
定

期
的

な
血

圧
測

定
や

保
健

婦
の

健

康
相
談

）

送
迎
サ

ー
ビ
ス

（
特

定
の

時
期

場
所

か
ら

文
化

セ

ン
タ
ー

ま
で

送
迎
）



老人福祉

デイ
こ
わ
は
．
計
画
冷
定

に
当

た

Ｉ
て
．

六
卜

五
歳
以
Ｌ

の
高
齢

者
を

対
匁

に

実
施

し

た
在

宅

鳥
齢
者

保
吐
福

阯
店

礎
調

責
の

結
皿
｀
、
多
く

の
鳥
齢

抒

が
、

在
宅

で
の

生
活

を
実
現

で
き

る
よ
う

望

ん
で

い
る
か

ら
で
す

浴霊4 宕の漏）でくつろぐディサービス利用者のｇさん

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
巣
は

在
宅
福

祉
の

一
つ

で
す

デ
イ
サ

ー
ビ
ス
乍
ｔ

は

、
ホ

ー
ム

へ

气
フ
サ

ー

ビ
ア
、
、

シ

″
Ｉ
ト

ス
テ

イ
″
″
業

と
と
し

に
、
在

七
福

阯
サ

』

ピ
ス
の

．．『
本
哇

と

い
わ
ｎ

る
重
要

な

ｔ

の
で
す

町
で

は
、

こ
れ
・
わ
の
在

七
福

祉
サ

ー

ビ
ス
を
心

点
的

に
実
施

す

る
よ
う

に
し
て

い
ま

す
．

経
費
の

1
/
2
を
国
が
負
担

1
/
4
を
県
が
負
担

し

ま
す

デ
イ
サ

ー

ビ
ス

事
ｔ

に
か

か
る
人

件

費
、
竹
理

維
費

等
の

沁
が
国

か

ら
、

‰

が
県
か

ら
補
助

さ
れ

ま
す
．

湯
成
八
年

暖

の
デ
イ

サ

ー
ビ
ス

事

吏

の
ｆ

算

は
、
不

九
百

．．．
卜
三
万
ｋ

ｆ

円

、
こ

の
う
ち

、
田

か

ら
・
慧
白
卜

．．万

八
ｆ

円
か

、
県

か
ら
四

百
六
万

た
Ｆ

円
か

補
助

さ
れ

る
見

込
で
す
『

国見町老人デイサービス日課表

時 間 � サ　 ー　 ビ　 ス　 内　 容 �備　　　　　　　　　 考･

り：印ln

: ㈲ �

迎　　　え　

・各lr7 川所から七ンら-,まで1 �

ただし硲川、庫宗山地区1;

センター近辺:川 唄い レJ

叭合場叫;.卩: ンター

10 : 印）

X

12 二㈲ �

・ｊ　 けjl 川圉々 吶け,･

・継康子１ ．･剔 川該

・ 入　浴･j 舶い �

適宜、’らMll 八

12 : 似〕13:30�

食 慨 昼休み| 休鈩

】3:30　　

S

15:00 �

・ 人　浴lj 血'飴

・日常鈞作訓練

・レ フリエージｊ ン、救貧 �

適宜．七活tll談

15:00　　

S

16:00 �

送　　 り　

４センターから各集か増所までJ �

ただし献田、源宗山地区等

センター近辺;よ各自帰宅

利
用
日

月
曜
日
～
金
昭
日

た
だ
し
、
祝
祭
日
、
年
末
年
始
、

毎
月
第
一
月
叩
日
は
、
休
み
と
な

り
ま
す
。

（
実
際
の
利
用
口
は
地
城
等
に
よ

っ
て
別
に
定
め
ま
す
Ｊ

利
用
時
間

午
削
十
時
～
午
後
三
時

た
だ
し
。
午
前
九
時
か
ら
十
時
ま

で
は
迎
え
、
午
後
’二
時
か
ら
四
時

ま
で
は
送
り
の
時
間
で
す
。

利
用
料
金

入
浴
料
金
等
利
用
料
は
無
料
で
す
、

た
だ
し
、
一
日
に
つ
き
昼
食
代
等

実
費
相
当
額
と
し
て
五
百
円
を
負

担

い
た
だ
き
ま
す
。

利
用
申
込

役
場
住
民
福
祉
課
福
祉
係
Ｊ
ま
た

は
、
地
区
担
当
民
生
委
員
に
申
し

込
み
く

だ
さ
い
。

すで別枯は貪畳の磧浴入



国
・
県
管
理
の
道
路
や
河
川

町
が
パ
イ
プ
役
を
担
い
整
備

町
内
に
は
。
住
民
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
国
・
県
管
理
の
道
路

や
河
川
が
た
く
さ

ん
あ

り
ま
す
。
町
内
を
縦
横
に
走
る
国

道
、
県
道
…
…

。
い

に
し
え
よ
り
水
を
た
た
え
て
い
る
河
川
…
…
。

道
路
の
機
能

が
損
な
わ
れ
れ
ば

、
た
ち
ま
ち
交
通
渋
滞
が
生
じ

。
住
民

生
活

に
影
響
を
及
ぼ
し

、
交

通
事
故
の
多
発
に
も
つ

な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

ま
た
、
私
た
ち

に
と
っ
て
安
ら
ぎ
の
空
間
と
も
い
え
る
河
川
も

、
豪
雨

等
に

よ
り
氾
濫
す
る
と

、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

国
道
や
県
道

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
常

に
パ
ト
ロ
ー
ル

が
行
わ
れ

、
補
修
等
の
維
持
管
理
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
車
両

の
通
行
台
数
や

住
民
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
て
、
拡
巾
改
良
工
事
や
交
通
安
全
施
・殿

の
設
置

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
河
川
に
つ
い
て
も
、
豪
雨
等
に
よ
る
災
害
の
復
旧
工
事
を
は
じ
め
、

増
水
や
土
石
流
に
よ
る
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
護
岸
工
事
や
砂
防
工

事
な
ど
に
よ
り

改
良
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

「

快
適
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
を
進
め
る
う
え
で

。
こ
れ
ら
の
道
路
や
河

川

の
役
割
は
非
常
に
重
要
で
す
。

町
で

は
、
国
や
県
と
町
民
皆
さ
ん
と
の
パ
イ
プ

役
と
し
て

、
国
・
県
と
連
絡

を
密
に
し
て

、
私
た
ち
の
生
活
環
境
の
一
部
で
あ
る
こ
れ
ら
の
道
路
や
河
川
の

整
備
が
促

進
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

今
回

は
、
最
近

、
町
内
の
国
・

県
管
理
の

道
路
や
河
川
に
お
い
て
、
改
良
工

事
や
災
害
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
た
箇
所
を
写

真
で

紹
介
し
ま
す
。

県道浪江・園見線(藤田事中沢五地内)

槽梁の改良とともに道路改良も行われ、み ちがえるようになった。

歩道 が般けられ、植載も楯された｡･

滝
川（

山
崎
字
川
前

地
内
）

内
谷
字
西
堂
地
内
か
ら
山
崎
字
川
前
地
内

に
か
け
て
護
岸
工
事
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
川
前
橋
の
掛
け
替
え
も
行
わ
れ

た
。



国道４号（大木戸字明野原地内）

交通渋滞の緩和を図り、ゆずりあい車線（登坂車

線）の整備が進む。

滝川(泉田字上川原地内)

滝川上流は県の砂防指定地になっている。

災書を未然に防止するため。砂肪工事が行わ

れた。

普蔵川・佐久関川合流地点(徳江字霞神前地内)

佐久間川が阿武隈川に合流する地域一帯は無堤の
ぐ･jfいため豪雨のたぴに河川が溢水し．農作物等に被害が

生じている．

このため普蔵川を迂回させ、普蔵川・佐久聞川に

堤防を築き、水害の防止を図る工事が進められてい

る、

牛沢川(高城字広地地内)

通常砂防工事として護岸工事が行わ れた。

同時に高城中央橋の掛け瞽えも行わ れ車両の廼行も便利になった。



国
見
東
部
高
齢
者
等

活
性
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
が
完
成

平
成
五
、
六
年
度
の
継
続
事
業
と

し
て
建
股
を
進
め
て
い
た
国
見
東
部

高
齢
者
等
活
性
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館

か
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
‘

休
龠
畭
は
、
阿
武
隈
川
上
流
流
城

ド
水
道
事
業
関
辿
の
岡
辺
対
策
事
業

と
し
て
、
三
千
五
百
万
円
の
補
助
を

受
け
、
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
工
事

費
は
、
八
千
五
百
七
万
八
ｆ
円
。

鉄
骨
造
り
で
、
建
築
面
破
は
。
四

百
二
十
㎡
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な

ど
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
に
利
用
で
き
る

ほ
か
、
ス
テ

ー
ジ
も
般
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

国
の
高
齢
化
地
域
農
付
活
性
化
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ
た
岡
見

東
郎
高
齢
者
等
活
性
化
セ
ン
尹
―
と

と
し
に
、
体
育
館
は
、
地
城
女
流
の

拠
点
と
し
て
、
ｆ
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
の
ふ
れ
あ
い
交
流
の
場
、
生

涯
学
習
の
場
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ブ
ｙ
．

ス
ポ
ー
ツ
の
場
と
し
て
多
口
的
に
利

用
で
き
ま
す
、

国見亶都高齢者籌活性化 センター（左）と冕成 したぼ かりの体育館

緑
が
建
物
に
う
る
お
い

～
緑
化
推
進

コ

ミ

ュ
ニ

テ

ィ

事

業

～

国
見
呶
部
商
齢
者
等
活
性
化
セ
ン

タ
ー
前
の
欣
栽
工
搴
か
こ
の
ほ
ど
完

成
し
ま
し
た
。

こ
の
植
栽
丁
事
は
、
緑
化
推
進
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ｆ
－

事
業
と
し
て
幣
備
が

進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
セ
ン
タ

ー
正
而
土
関
前
に
ア
カ
マ
ツ
、
玄
関

両
側
の
尼
壇
に
シ

ご
フ
ノ
キ
、
ヤ
マ

ボ
ウ
シ
、
サ
ザ
ン
カ
、
サ
ツ
ギ
等
の

木
々
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ミ

ー
一
テ
ィ

ー
助
成
寥
案
は
、

財
団
法
人
『
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
』

か
。
全
国
自
治
宝
く
じ
の
収
益
金
を

財
源
と
し
て
住
民
の
行
う
コ
ミ

ご
Ｉ

テ
ィ

ー
活
動
を
援

助
し
て
ぃ
る
し
の

で
す
。

練の木々 が建物にうるおいを与える

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

ｋ
川
九
日
、
移
動
採
血
車
が
火
町

し
、
観
月
台
夂
化
セ
ン
タ
ー
前
、
国

阯
電
ｆ
前
、

。
心
堂
薬
励
前
で
献
血

活
動
を
け

い
、
多
く
の
方
々
か
ら
愛

の
献
血
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
『

本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま

し
た
。

◇
献
血
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

（
噸

不
同

・
敬
称

鵬
ｙ

成
分
献
血
協
力
者

（

Ｉ
舶

）

斎
藤

蛻
雌

尾
形

広
治

斎
藤

敏
枝

阿
部

洋
一

斎
藤

松
男

《
朽
木
概
維
》

朽
木

好
秋

《
東
栄
電
機
》

佐
藤

幸
輔

斎
藤
　
正
美

安
達
は
つ
子

佐
藤
ひ
ろ
み

亀
岡
　
ッ
ヤ

《
コ

ー
プ

マ
ー
ト

国
見

店
》

半

沢
ア
サ

子

《
福

鳥
信
用

金
庫

国
見

支
店

》

桜

舛

利

広

《
国

見
町
商

工
会

》

幼

水
　

正

春

佐

久
川
尚

子

佐
久
川
ッ
ヤ
子

鈴
木

俊
博

古
田
と
き
子

《
国

見
町
役

鳩
》

遠
藤

喜
正

古
川
　
義
勝

後
藤
登
１
ｆ

松
浦
　
昭

．

佐
藤
水
無
ｆ

古
川

笑
子

鈴
木
　
哲
也

佐
藤

克
成

武
川
　
正
裕

菅
野

信
朗

羽
拱

洋
一

一
般
献
血
協
力
者

（
０

印
は

川
〇
〇

㎡
協

力
者

）

《
一
般

》

○
呎
花

智
弥

鈴
木
　
一
7‐

大
鬩

昭
一

八
島

和
１

斎
藤
　
福
子

市
川
　
公
子

占
溝

忠
一

○
高
鑛
　
正
志

大
塚

信
子

○
岡
崎

敏
行

畠
山
　

玄

○
三
浦
　

学

古
溝

恵
子

酊
山
ふ
じ
子

谷
津
　
陽
子

斎
藤
　
麻
美

鈴
木
　
和
幸

○
三
品
　

匸
一

〇
斎
藤
恵
笑
子

佐
藤
　
信
夫

○
鈴
木
　
一
弘

角
田
栄
泊
郎

○
菅
野

利
夫

内
村
美
奈
子

奥
山
　
広
一

《
仙
台
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
㈱
圃
見
工
鳩
》

人

内

幸
子

《
国

見

ガ
ス
住

宅

般
備
》

高
檎

貴
夫

鈴

木
　

広
茂

《
睦

商
会

》

佐

藤
喜
災

子

《
国

見
電

子
》

○
新

田
　

要
輅

藤
井
　

文
子

（
）
阿
部
　

典

昭

児
玉
　

勝

治

○
金
7‐
　

明

弘

松
浦

キ
エ

子

古
内
　

明

子

鈴
木

博
１

０

阿
部

英
人

○
鈴
木
　

信
也

八
巻
千
代
子

半
沢

弘
子

Ｃ
幕
田

道
夫

樋
口

健

】

佐
藤
キ
ミ
子

高
橋

雪
枝

俺
藤
さ
お
り

人
技

洋
子

菊
地

幸
治

伊
藤

拓
外

柳
沢

鉄
男

《
公
立
藤

田
総

合
病

院
》

○
南
　

良
祐

遠
藤
ト

シ
子

《
国
見
町

商
工

会
）

○
穐
月
　
辰
也

佐
久
川

信

古
川

栄
一

《
国

見
町

役
場

》

佐
藤

和
夫

宍
戸
　
浩
寿

松
野
　
雪
子

小
西

春
彦



あ
な
た
も
住
ん
で
み
ま
せ
ん
か

雇
用
促
進
住
宅
入
居
者
募
集

雇
用
促
進
住
宅
は

、
人
口
の
定
住
化
と
雇
用
の

促

進
を
図
り

、
町
が
誘
致
を
し
、
雇
用
促
進
事
業

団
が
、
建
設
・
管
理
す
る
勤
労
者
向
け
の

ア
パ
ー

ト

で
す
。

快
適
な
環

境
に
恵
ま
れ
、
交
通
の
便
も
良
い
雇

用
促
進
住
宅
「
ク
ニ

ミ
宿
舎
」
は
、
鉄
筋
五
階
建

で
：
（

ス

ー
ト
イ
レ
付
の
近
代
的
な
つ
く
り
で
す
。

九
十
台
収
容
の
広

い
駐
車
場
や
自
転
車
置
場
、

集
会
所
、
公
園

な
ど
も
備
え
て
い
ま
す
。

四
月
。二
十
六
日
に
入
居
を
開
始
し
た
ば
か
り
で
、

ま
だ
空
き
が
あ
り
ま
す
。
あ

な
た
も

住
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

０

入
居
で
き
る
方
は
．
次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方
で
す

公
共
職
袰
安
定
所
の
紹
介
な
ど
に

よ
り
陀
川
を
Ｉ移
転
し
て
帆
幟
十
る

方
と
か
、
転
勤
な
ど
の
恥
情
に
よ

り
住
七

に
困
刷
し
て
い
る
雇
川
伐

険
の
陂
μ
険
″ｎ
で
あ
る
こ
と
。

同
居
の
扶
養
親
族
を
随
伴
し
て
入

川
す
る
こ
と
。

征
川
の
収
人
額
が
、
原
則
と
し
て

家
ａ

と
共
益
費
の
合
叶
の
五
倍
以

上
あ
る
こ
と
。

確
実
な
連
帯
傑
証
人
が
あ
る
こ
と
。

（
原
則
と
し
て
、
助
務
先
事
業
所

の
事
袰
ｔ

）

入ＳＩ 蓐皿中の層用促皿住宅

雇用促進住宅｢ クニミ宿舎」のごあんない

(愛称　 サン・コーポラス　クニミ)

●宿舎所在地 国 兇町大字藤ｍ字藤川二．ｌ乕地２

●交 通 欄 関　ＪＲ東北本線蕕lll駅下車　徒歩】2分(900m)  車で６分

国見町役場より徒歩５分(400m)

●宿 舎 栂 要　1.徊　舎　棟　数　　3  D K　2  機 戸

2.家　　　　 賃　 Ⅲ 移転就職占　　 月額.500 円

（人居後
ｚ年未満）121

移転虻職者以外　月額.200 円

3.共　 益　 費　，月噸　2. 円

4.歉　　　　 金　 家賃の２ヵ月分に相当する額

5.駐 車 州 料 金　 月額　3. 円（消費税含む）

＊申 し 込 み 先＊

●福鳥公共職業安定所

所 在地：福鳥市旭町 ９－２　　電話(  ) 4 ｰ 2 ｰ

※　申し込 み用祇は、役場企画商工課にもあります。

人
権
擁
護
委
員
に

梅
津
幸
夫
さ
ん

梅津 幸夫さん

こ
の

た
び
、

梅
津

乍
夬

さ
ん

（
6
0

歳

）
Ｉ

藤

川
字
日

向
1
1
1
2
7
が

。
法

務

大
臣

か
ら
人

惟
擁

護
番
い

の
委

嘱

を

う
け

、
唹
成

儿
年
Ｋ

Ｈ

ま
で

の
。
。一

年

間
、
人

権
の

擁
護

に
尽

力
す

る
こ

と
に
な

り
ま

し
た

。

人
権

擁
護
委
ｎ

は
、
国

民
の

基
本

的
人
嗷

を
擁

護
し
ｕ
’守

る
、

い
わ

ば

民
間
人

に
よ

る
人

権
の

矗
人
で

す

’

国

兒
町

に
は
、

礑
津

さ
ん
を

含

め

て
四

人
の
人

鵬
擁

護
か
ｕ

が

、
委
嘱

さ

れ
て

い
ま
す

。

困

り
ご

と
や
悩

み

ご
と

が
あ
り

ま

し

た
ら
、

む
気
軽

に
ご
相
識

く
だ

さ

い
。

お
わ
び
と
訂
正

先
月
号
の
「
観
日
り
台
文
化

セ
ン
タ

亠

洛
成
記
念
感
謝
状

受
賞
者

」
の
小

で
名
吋
に
間
遮
い
が
あ
り
ま
し

た
の

で
お
わ
ぴ
し
訂
ｆ

い
た
し
ま
す
。

漾

．Ｗ‥
對
耨
鈿

田

膏
野
義
眼



I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

●

お
知
ら
せ

●

ふ
る
さ
と
の
川
に

や
さ
し
さ
を
／

－
7
/
3
ク
リ
ー
ン
ー
ア
ッ
プ
作
戦
－

七
月
は
、

一
河
川
愛
護
月
間
」
で

す
。町

を
流
れ
る
美
し
い
河
川
を
守
る

た
め
。
今
年
も
河
川
の
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
作
職
を
展
開
し
ま
す
。

河
川
敷
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た
空
カ

ン
な
ど
の
ゴ
ミ
の
回
収
、
雑
木
雑
草

の
刈
り
払
い
な
ど
の
美
化
作
業
を
全

町
一
斉
に
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◇
実
施
日

●
七
月
三
日
（
日
）

■
間
い
合
わ
せ

・
建
設
課
管
理
係

Ｓ
６
２
１
１
１
、
内
線
２
４
２

中
小
企
業
者
を
対
象
に

中
元
期
の

運
転
資
金
を
融
資

県
で
は
、
各
金
融
機
関
の
協
力
に

よ
り
、
県
内
中
小
企
業
者
に
対
し
て
。

資
金
需
要
の
多
い
中
元
期
に
お
け
る

運
転
資
金
の
調
達
を
容
笳
に
し
、
金

融
の
円
滑
化
を
図
る
目
的
で
、
中
元

期
経
営
資
血
貸
付
制
度
を
設
け
て

い

ま
す
。

融
資
利
率
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
融
資
額

一
企
業
当
た
り

で

○
○
○
万
円

以
内
。
短
期
の
迎
忙
資
金
と
す
る
。

◇
融
資
利
塞

普
通
銀
行

年
咄
％
以
内

商
工
中
金

祗

さ

年

功
％
以
内

″

（
組
合
員
）
乍
朷
％
以
内

信
川
金
庫
　
年
一一一
％
以
内

信
用
組
合
　
年
ｍ

％
以
内

◇
償
還
期
間

概
ね
六
ヵ
月

◇
取
扱
い
期
間

六
月
一
日
～
八
月
三
大

日

－

問
い
合
わ
せ

●
役
場
企
画
商
工
課
企
画
商
Ｋ
係

雲
恭
2
1
1
1
　
内
線
２
５
３

交
通
安
全
の
た
め
に

「

ク

ル
マ

社

会

か

ら

排
除
し
よ
う

不
正
改
造
車
」

不
．一

改
造
車
は
、
他
の
自
動
車
に

迷
惑
を
か
け
る
な
ど
道
路
交
通
に
危

険
を
生
じ
さ
せ
た
り
、
騒
狸
を
‐
免
官

す

る
な

ど
生
活

環
境

を
破

壊
す

る
の

で

．
法
律

で
約
せ

ら
れ
ま

す
．

運
輸

竹
で
は

、
不

正
改

造
叺

の
排

除

を
目
的

と
し

て

、
六
月

一
八

か
ら

七

月
．．一
ト

ー
日

ま
で

、

「
不
正

改
造

車
排

除

運
動
」

を
火

施
し

て

い
ま
す
．

（
乗
用
車
の
不
正
改
造
例
の
一
部
）

て

加

面

ヴ
ラ

ス

、
運

転
席

お
よ

び

助

手
席
の
窓

か
ラ

ス

に
廿
色

フ

ｆ

ル

ム
の
貼
付

こ
、
小

径
（

ン
ド

ル
、

ミ
ュ
・‐・
ジ

．

ク

ー
ホ

ー
ン
、

愈
子

ホ

ー
ン
等

の

取

り
付
け

ミ
、
前

照
灯

の
灯

光
の

色
違

い
．
着

色

カ

バ
ー
の
取

り
付

け

円

、
駆
体
外

へ
突

出

す
る

ワ
イ

ド
タ

イ

ヤ

五
、

鋭

い
突

起
の

あ
る

エ
ア

ー
ス

ボ

イ
ラ

．
そ

の
賍

巾
体

の
鋭

い
突
起

六
、

マ
フ
ラ

、
触

媒
の

取
り

外
し

じ
、

車
商
を

低
く

す

る
た

め
の
ス

プ

リ

ン
グ
の

切
断

ク
ル
マ
社
会
に
お
け
る
最
小
限
の

マ
ナ
ー
、
不
丕
改
造
の
防
止
に
御
協

力
く
だ
さ
い
．『

自
動
駆
の
不
正
改
造
に
つ

い
て
の

お
川
い（
口
わ
せ
は
、

東
北
運
輸
局
福
島
陸
運
支
局
整
備

課
　
Ｓ
秡
0
3
4
1

１

戸 籍 の 窓 口 （５ 月受 付分 ）

出生お めでとうご ざい ます

Ｆ の 名　 保護者　　町内会

拓　４{た く ま}菊地17 幸 第　10

香 織(力，おり)後藤 凸彦 川　 内

梨 奈(り　　な)山口　 裕 宮 町 南

一 樹(か ず き)忍　 富雄 高　 城

良　太(りょうた)安係子 透 泉川 上

結婚おめでとうご ざいます

氏　　 名　　 町内会

村　ｈ 幸　ｆ　 １　 ９

香 内　ひとみ　 福 島 市

角 田 三 男　 福 島 市

宍 戸　京 子　 石母Ⅲ北

斎 藤 喜 ７　 徳 江 北

実 沢 弘　芙　 第　 ９

羽 眼 洋 一　 山崎小舘

遠 藤 幸 代　 福 鳥 市

心 藤　寿 之　 板　 橋

佐 藤 朱 美　 福 鳥 市

後 藤　重 幸　 錦　 町

齋 藤iE 子　 桑 折町

おくや み申しあげ ます

氏　　 名　 年齢　 町内会

松 浦 直 藏　72　 石毋田原

山 川　　 久　60　 人 町 北

引 地　カネヨ　89　 徳 江 北

佐久問　ろ　く　85　 第　　１

斎 藤 忠人郎　80　 貝　 田

菊 池 慶　雄　78　 山　 眼

大 友　光 雄　78　 前　 Ⅲ

斎 藤　ト　ク　85　 石母ｍ北

斎 藤　正 子　73　 耕　 谷

石 川 昌　亟　80　 大 町 北

佐久問　コ　ト　87　 銷　 町



小
売
商
業
支
援
セ

ン
タ
ー
が

小
売
商
業
を
サ
ポ
ー
ト

小
売
商
業
支
援
セ
ン
タ
ー
は
。
県

内
中
小
小
売
商
業
者
の
皆
曝
へ
。
小

売
商
業
に
閹
す
る
専
門
の
情
餓
を
提

供
サ
ー
ビ
ス
す
る
た
め
、
魴
柵
鳥
県

中
小
企
業
扱
興
公
杜
中
小
企
業
情
報

セ
ン
タ
ー
内
に
、
新
た
に
設
置
さ
れ

た
機
関
で
す
。

◇
提
供
す
る
内
容

１

、
発
れ
筋
Ｐ
Ｏ
Ｓ

情
報

全
岡
約
円
百
店
舗
の
人
型
小
売

店
・
ス
ー
パ
ー
の
売
り
場
か
ら
最

新
売
れ
筋
情
報
（
食
品
千
品
日
、

家
庭
用
品
千
百
品
目
）
に
つ
い
て

単
品
商
品
別
・
メ
ー
カ
ー
別
に
売

れ
筋
日
次
速
報
・
新
製
品
速
報
・

ヒ

″
卜
商
品
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
か

検
索
で
き
ま
す
。

２
、
衛
生
放
送
（
Ｍ
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

Ｍ
チ

ャ
ン
ネ
ル
は
。
小
売
商
業

者
専
門
の
映
像
情
報
番
組
で
す
。

内
容
は
一
漉
講
師
に
よ
る
経
営

セ
ミ
ナ
ー
・
実
技
向
上
講
座
、
業

界
最
新
情
報
な
ど
を
中
心
に
幅
広

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

放
映
時
間
は
毎
週
月
～
金
曜
日

の
午
後
二
時
廴
一
。時
で
す
。

支
援
セ
ン
タ
ー
の
Ｍ
チ
ャ
ン
ネ

ル
コ
ー
ナ
ー
で
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

放
映
済
み
の
番
組
に
つ
い
て
は
、

録
画
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
貨
し

出
し

″り
で

き
ま
す

３

、
繁
盛
店
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

小
売
商
業
各
業
楝
の
繁
戚
店
に

つ
い
て
の
事
例
を
紹
介
し
た
ビ
デ

オ
を
視
聴
・
貸
し
出
し
Ⅲ
と
し
て

取
り
揃
え
て

い
ま
す

４

、
専
門
誌
・
業
界
誌
の
閲
覧

小
売
商
業
に
闃
す
る
咋
門
誌
・

業
界
誌
・
新
聞
・
雑
誌
・
統
叶
資

料
な
ど
を
数
多
く
収
集
し
．
閲
覧

サ
ー
ビ
ス
し
て
お
り
ま
す
．

ま
た
、
バ
．
ク
ナ
ン
バ
ー
の
貨

し
川
し
も
行
い
て

い
ま
す

そ
の
ほ
か
、
調
査
巾
業
と
し
て
令

国
、
お
よ
び
、
県
内
の
展
小
会
・
イ

ベ
ン
ト
・
講
習
会
・

セ
ミ
ナ
ー
の
情

報
と
空
き
店
舗
に
関
す
る
情
報
を
調

査
し
、
提
供
し
ま
す
．

こ
れ
ら
情
報
提
供
の
は
か
に
、
相

談
事
業
と
し
て
、
来
所
・
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ

な
ど
に
よ
る
個
別
相
談
と
心
門

‘冢
派
遣
に
よ
る
現
地
で
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利

川
く
だ
さ
い
．

◇
利
用
方
法

原
則
と
し
て
無
料

◇
利
用
時
間

毎
遡
月
曜
日
～
金
曜
日

８
時
3
0分
～
卩
時

た
だ
し
、
祝
祭
日
お
よ
び
午
末
・

年
始
を
除
く

詳
し
く
は
小
従
商
業
支
援
セ
ン
タ

ー
へ
お
問
い
ａ

わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
島
市
中
町
８
番
２
号
｛
自
治
会

館
５
階
）

酋
a
5
8
9
4
　
砌
の
1
1
1
2

暮

ら

し

と

電

気

安

全

洗
濯
機
や

電
子
レ
ン
ジ
に
は

ア
ー
ス
を

叫

の
う
え

で

の
入

梅
は
六

月
卜

。

日
で

す
『
。
梅

雨

は
、
梅

雨
前

線

が
日

本

の
南
岸

に
停

滞
す

る
こ

と
に
よ
『

て
生

ず
る

現
象
で

、

梅
雨
闡

問
の

降

水
叺

は
、

我
が

国
の

年
川
￥

均
降

水

阯

の

。。。分

の

Ｉ
に
む

扣
虫
Ｊ
す

る
重

要

な
水

資
源

と
な

・。
て

い
ま
す

』

梅
雨
人

り
前

の

。１‐’‘
月
の

湿
度

は
四

Ｉ
％

前

後
で
す

が
、

梅
雨

入

り
後
は

雨

の
Ｈ

が
多
く

、
ハ

ト
％

以
Ｌ

の
川

い
湿
度

の
日
か

続
き

ま
す

。
家
内

は

ジ
メ
ジ
ノ
し
、
結
露
や
カ

ビ
か
出
て
。

サ

ル
モ
ネ

ラ
菌

に
よ

る
食

中
溽

か
起

こ

り
や
す

く
な

り
ま

す

。

と
こ

ろ
で
洗

濯
機

や
電

子

レ
ン

ジ

を
購

人
し

ま
す

と
、

必
ず

緑
色

の
線

｛
ア

ー
ス
｝

が
付

い
て

い
ま
す

。
ア

ー
ス
を
取

り
付

け
て

お
く

と
、
刀

一

漏

電
し

た
場
（
口
で
も

、
漏

れ
た
電

流

の

ほ
と

ん
ど

が
ア

ー
ス
を

通
し
て

人

地

に
流

れ
る

た

め
、

感
心

の

シ
ョ

。

々
’
を

や
わ
ら

げ
る

こ
と

か
で
き

ま
す

。

水
気

が
あ

る
鳩
所

や

ぬ
れ

た
状

態

で
取

り
扱

う
電

気
器

只

に
は
、

必
ず

ア

ー

又
を
つ
け

ま
し

ょ
う

。

国

税
だ

よ

り

退
職
金
や
年
金
と
税

退
職
金
に
は
所
俳
脱
と
仕
民
税
か

か
か
り
、
通
常
。
退
職
金
の
支
払
を

受
け
る
と
き
に
陳
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

こ
の
退
職
金
は
、
長
年
の
勤
労
の
対

価
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
他
の
所

外
と
分
離
し
て
課
脱
さ
れ
る
な
ど
、

軽

い
負
担
で
済
む
よ
う
に
配
慮
さ
れ

て

い
ま
す
。

ま
た
、
一
定
金
額
を
超
え
る
国
民

年
金
や
恩
給
な
ど
の
年
金
等
に
っ
い

て
し
、
そ
の
支
払
い
の
際
に
、
年
金

等
の
唾
垣
や
受
給
者
の
年
齢
な
ど
に

応
し
て

。
定
金
額
を
控
除
し
た
残
額

に
対
し
、
所
俳
脱
の
源
泉
徴
収
が
行

わ
れ
ま
す

。

詳
し
く
は
、
福
鳥
脱
務
署
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｓ
劭
3
1
2
1

人 口 と 世 帯

６月１日現在( 前月比)５ 月中の動き

人
　

口

･男5.717 人 （－ ４）

･女6  , 126人 （－ ８ ）

一計ll  ,  3 人(  ｰ 12 )

世帯数3.  1 戸(  十 9 )

転入23 人

転出29 人

出生 ５人

死亡11 人

こ

よ

み

６月　水無月（みなづき）

19日（日）父の日

幻 日 ( 火）夏　至

23日（木）沖縄慰靈のH

26日 ぐＨ）国連憲章調印記念日

日 ( 火 ) 貿易記念口

７月　文月（ふみづき）

１日（金）国民安全の日

７日（木）小暑、七夕

10 日 (日）国土建設週間

14日（木）検疫記念日

心配ごと相談日

場所：役場二隅 相談室 哺 側人八からお入り（ だきい）
時川：９時～12時

こまｰ､たことや、相談ごとがありましたら、お気軽に

ご相談ください｡。
n頃 ｎ

６月２４日（金）吉　田　Ξ 夫・商　擒 恵 子
７月 日 ( 金）阿 部 俊 恒・斎 藤 洋 予

７月５日は休ませていただきます。
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公
民
館
だ
よ
り

国

見
町
公

民
館

国
見
町
大
字
藤
田
罕
観
月
台
1
5

a

χ

讐

り

く
に
み
女
性

子
　
育
　
て

教
室
が
開
講

▼
く
に
み
女
性
教
室

ぐ
に
み
女
性
教
室
の
開
講
式
は
五

月
ト

ー
卩
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

大
研
修
室
で
、
三
十
一八
名
の
学
級
生

か
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

古
田
生
涯
学
習
課
長
補
俺
の
あ
い

さ
っ
後
、
斎
藤
久
町
敦
育
長
の
睨
辞
、

乍
間
学
習
計
両
の
説
明
な
ど
か
あ
り

ま
し
た
。

今
年
度
は
喜
多
方
方
面
へ
の
研
修

旅
行
な
ど
年
間
十
八
回
の
学
習
の
他
、

袋

も

の
、
帯

の
手
結

び
な

ど
三

つ
の

グ

ル
ー
プ
活

動
を

予
定
し

て

い
ま
す
．

開
講

式

後
、
ひ
き

っ

づ
き
第

．
川

目
の

学
習

が
行
わ

れ
、
福

島
県

消
賢

生
活

セ
ン

タ
ー
の
鈴

木
‘１。`
恵
子

さ

ん

を
講

師
に
迎

え
、

約

一
時

間

に
わ

た

り
、

一
暮

ら
し
と

環
境

‘
と
題

し
て

講
義

を

い
た
だ
き

．
り
サ

イ

ク
ル

迎

動
の

現
状

や
環
境

を
守

る

た
め
の

消

費
者

の
対

応
な

ど
に

つ
い
て

お
話

が

あ

り
ま
し

た
．

「暮らしと環塊」について理解を深 める

▼
子
育
て
教
室

五

月
十

．一
．日
．

ニ
ト

同
名

の
参

加

肴
を

得
て

．
子
育

て
教
宰

の
閧
講

式

を
行

い
ま

し

た
．
鈴
木

公
民

館
妊

、

斎
藤

教
育

長
よ

り
励
ま

し

の
お

卜‥
葉

が
あ

り

、
十

．一
川

ま
で

卜
六

回

の
研

修

に
意

欲
的

に
収
り
組

も
う

と
し

て

お

り
ま
す

、
こ

の
あ

と
、
大

枝
小

学

校

の
渡

邊
富
ｆ

校
長

光
生

の
溝

演
を

お
聞
き

し
ま

し

た
．

溝
演

の
要
旨

４

Ｉ

一

．
ｆ
供
は
リ
ン
ゴ
で
ら
キ
ュ
ウ
リ

で
も
な
い
。
リ
ン
ゴ
や
キ

’‘
ウ
リ

は
脱
略
別
に
選
別
さ
れ
箱
詰

め
に

さ
れ
、
選
外
は

久
コ

″
プ
で
廴
‘ラ

。
ク
に
っ
け
ら
れ
る
。

子
供
た
ち
も
そ
れ
に
似
た
扱

い

を
受
け
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
、

ど
ん
な
子
供
で
む
一
人
一
人
は
、

－
か
け
か
え
の
な

い
存
在
で
、
そ
れ

ぞ
れ
に
多
く
の
よ
さ
や
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
。
画
一
的
な
乍
校
教

育
の
幣
害
が
、
家
庭
の
中
で
も
意

識
さ
れ
て

い
な

い
か
。
せ
め
て
親

－

だ
け
は
自
分
の
Ｆ
供
の
可
能
性
を

Ｉ僑
じ
て
鍵
い
日
で
み
て
や

二

』
ほ

し
い
。

や
ａ
丶
。
人
の
言
葉
の
力
は
大
き

い
。

ひ
と
っ
の
Ｉ丿
葉
か
扣
ｆ

を
明
る
く

元
気
づ
け
た
り
。
落
川
さ
せ
て
や

る
気
を
な
く
さ
せ
た
り
す
る
。
と

く
に
、
親
子
の
よ
う
に
、
た
て
の

関
係
に
あ
る
と
き
は
、
。肖
秦
に
取

み
か
あ
り
彫
響
力
が
大
き

い
。
軽

は
ず
み
に
冂
に
は
出
せ
な
り
、
だ

か
ら
と
い
っ
て
默
じ

て
い
る
わ
け

に
は
ゆ
か
な
い
。

凵
に
出
し
た
言

葉
に
は
、
観
と
し
て
責
任
を
も
つ

こ
冫
气

Σ

．
母
税
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

母
と
い
う
字
は
乳
房
を
あ
ら
わ
し

た
も
の
で
、
け
乳
の
む
つ
栄
典
や

免
疫
性
か
大
切
だ
が
、
そ
れ
よ
り

も
、
し
っ
か
り
と
抱
か
れ
て
、
乳

｝吸

つ
Ｉ

－
離
乳
し
て
か
ら
で
む
、
そ
の
よ
う

な
精
神
的
な
庇
護
感
寛
が
青
年
前

朗
ま
で
、
子
供
は
無
意
識
の
う
ち

に
求
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
亡
え

Ｉ

て
ゆ
け
る
よ
う
に
親
と
し
て
の
認

－識
と
自
覚
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

。子
供
は
親
の
背
を
み
て
育
つ
」

と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
完
ぺ
き
な

人
間
は
い
な

い
よ
う
に
、
完
べ
き

な
親
む

い
な
い
。
「
い
か
に
生
き

る
か
」
あ
り
の
ま
ま
の
視
の
姿
で
、

悔
い
の
な
い
よ
う
な
生
き
方
を
し

た
い
。
教
育
は
学
問
や
教
羨
で
は

な
り

観
の
生
き
る
姿
、
生
き
ぎ

ま
そ
の
も
の
で
あ
る
。

三
～
四
ｒ

児
は
し
っ
け
の
む
・

と
も
人
事
な
時
期
。
と
く
に
『
叱

る
教
町

』
は
こ
と
ば
で
な
ぐ
、
体

で
教
え
る
こ
と
も

必
要
　

。・
ぐ

円

ｔ
ま
で
に
繰
り
返
し
た
こ
と
が
、

一
山
涯
の
習
慣
に
な
る
。
そ
の
時

朗
に
「
感
謝
す
る
心
」
「
す
な
お

な
心
」
「
感
動
す
る
心
」
を
培
っ
て

ゆ
き
た
い
。

｢子龠て敦窒丿聞諞式

電
気
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る

去
る
六
月
一
日
、
く
に
み
女
性
教

宝
の
第
二
回
学
習
会

一
電
気
教
室
」

か
行
わ
れ
1

 
"島
市
佐
倉
下
の
東
北

電
力
技
術
セ
ン
タ
ー
と
福
島
市
渡
利

の
あ
ぷ
く
ま
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を

見
学
し
ま
し
た
。

学
習
会
に
は
ニ
ト
四
名
が
出
席
し
、

東
北
電
力
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
制

御
所
長
の
丹
治
さ
ん
よ
り
脱
明
を
‘い

た
だ
き
、
各
家
庭
へ
の
昼
夜
を
と
わ

な
い
電
気
の
安
定
供
給
の
難
し
さ
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

あ
ぷ
く
ま
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
、
施
設
係
長
の
丹
治
さ
ん
か
ら
ゴ

ミ
の
焼
却
状
況
や
分
別
問
題
に
よ
り

施
行
さ
れ
た
透
明
ゴ
ミ
袋
へ
の
期
待

な
ど
を
伺
い
、
家
庭
で
の
ゴ
ミ
の
出

し
方
や
ゴ
ミ
の
減
鼠
の
人
切
さ
な
ど

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

熱心 に聞 き入るくにみ女 性教官生



交
通
安
全
意
識
の

高
揚
を
図
る

阿
津
賀
志
学
級
で
は
．九
月
十
日
、

奉
仕
作
業
の
後
、
桑
折
警
察
署
の
女

汕
係
呼
門
官

泉
　
孝
行
警
部
補
を

講
師
に
第

．
川
の
交
通
女
令
教
室
を

実
施
し
ま
し
た
．

交
通
弱
青
と
し
て
の
鳥
齢
者
の
亟
Ｅ

故
を

．
つ
で
も
無
く
す
た
め
、
最
近

の
文
通
小
故
例
を
講
師
の
硯
場
体
験

の
只
体
例
を
あ
げ
な
が
ら
．
そ
の
悲

惨
さ
や
交
通
規
則
の
遵
守
の
大
切
さ

を
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
．

特
に
、
道
路
の
横
断
の
時
は
、
左

右
の
確
認
を
必
ず
す
る
こ
と
．

Ｊ
嗽
は
急
に
止
ま
れ
な
ど

を
念

頭
に
、
車
の
直
前
、
直
後
の
横
断
は

絶
対
に
し
な
い
こ
と
．

夕
方
や
、
蘭
瓦
の
時
の
交
通
安
全

と
自
己
防
衛
の
人
切
さ
と
し
て
．
目

立
つ
服
装
を
す
る
こ
と
や
、
雨
ガ

ヴ

パ
の
着
用
の
大
切
さ
、
反
射
鏡
や
、

夜
光
反
射
テ

ー
プ
の
活
刷
辱
に
も
ふ

れ
ら
れ
、
人
変
ｉ
意
義
な
攵
通
安
令

教
室
と
な
り
ま
し
た
。
学
級
生
は
、

そ
れ
ぞ
れ
へ
″
ま
で
の
生
活
を
ふ
り
返

り
、
交
通
ル
ー
ル
の
人
切
さ
を
改
め

て
実
感
し
、
嘔
故
の
絶
無
を
誓

い（
口

い
ま
し
た
．

意皿の罵揚 を図った交通安全歓室

栗駒山登山 参加者募集

栗駒山には数多くの商山植物が群生し、多数

の.!S闥が睹息ｌ でいます　一緒に夏の栗駒山登

山を楽！ みま１ １うＩ

’と　　き

:1コ ー ス

つ定　 員･

ご対 象 者

こ:● 加 費

‾申し込み

７月３日 卵) 午前７畤観川台

剣ヒセンター前山発

観月台文化七ンタ一４ イワカガミ

平･c〉啝栗駒コースφ 栗駒山爪心中

央コース･=り4 ･7 カガミ･ 観 月台

劃ヒセンター( 午 後 6 到 肴'ｒ芯

3０名

町民で70

歳未満の

健康な方3.000

川

６冂27E.I

けＤ まで

－ ご 利 用 く だ さ い ー

町 民 プ ー ル オ ー プ ン
卜 期　 間

●利用時間

・ 昼即卜･7  月 2  日～9  月 日

・ 夜間････７月10 口ヽ  ー8 月 24 を］

・ 第ll ｕ】･…9:30 ～11:30

・ 菰 ２回･…13:00-~ 】5:00

・ 第 ３回…･15: 30 ～17:30

・ 哨 ４回････18 : 30～20:30 ｛ 夜||・

卜便 用 料

区　　 分 �昼 問 �代 川 � 刋 用 単 位

大　　 人 �150円 �250円 �

】人１回２時間以内
高 校 生 �100川 �150円

小・中学生 �30円 �50円

園 児 以下 � 無　　 外

黔注意事項

①小学生以下は、必ず保護者同伴とします。

ただし、小学４年生以jごで25メートル以Iこの

泳力のある児童はこの限りでない。

②小・中学生が夜間利用する賜合は、保護者川

伴とします。

行　事　の　お　知　ら　せ

月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　　　　　 小 �月�日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　　　 事

６ �16�

木�・ 成人、阿津賀志学級（ インディアか �

７�

５ �火 �・Ｆども移匍図占館（麗汪野小）

�17�金 �
・阿津賀志学級（和紙工芸? ��６�水 �・阿津賀心学級（和紙上芸）

�����７�木 �
・子ど1,移助図書館（藤旧小１年）

���・子育て教室（自主学桝）

�������・成人、阿津賀志学級（インディアカ）

�21�火 �
・阿津賀志学級（咨適）

�����８�金 �

・ 子育て教室「 水あそぴ」
���・ｆども移動図書館（藤IH小３年）

�������・阿津賀志学級i和紙TE芸）

�23�木 �

・ 成人、阿津賀志学級（ インディフカ）
�������・子ども移動図忿館（大枝小）

���・写仏教室
�����９�土 �・ 少年仲間づくり教竃

���・j｀ども移助図方館（藤田小１年）

�����11�月 �
・ 子ども移動図が館（小坂小）

�24�金�

・ 女性教室、成人、阿津賀志学級合同学習会 �������・阿津掟志学級（和紙工芸）

���(時事問題) ��12�火 �・阿津賈志学級 ’心と体の健康J

���.'r一育て教室 ��13�水 �・子ども移動図み館 ぐ大木戸小）

�29�水 �・ 女性教室 ��14�木 �・子ども移動図書館（藤剛小２年）

�30�木 �・写仏教室 ��15�金 �・子宵て教室「水あそび」
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枯 れ棧の伐採を行う管 理会要員のみなさん

編集

日記

デイサービス事業か スタート 利111者の皆さんは、近代的施般の中

で、生活指導．健康チ エ 、ク、人硲サービ ス、給食サー－ピ 叉などの提

映をうけてい ます．

持ち寄 りだ山菜などをお茶うけに話に花を咲 かせ るー コマ も．

利用者の評判はなかなか上 々のようです．　　　　　　 （Ｓ）

発行・編集　国見町総務課
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